


 用意するもの
・メジャー・スケール早見円盤表 PDF をプリントした紙
・CD ケース
・厚紙
・ハサミ／カッター
・ノリ／両面テープ

 作り方

 手順

切り取り線に従って円盤の形を作る
「メジャー・スケールのダイアトニック・コード早見円盤表」をプリントした紙をハサミかカッターで切り取っ
てください。円盤の中央や「上面」にある小窓を切り取る際は、小窓内に記されている「バツ」にあらかじ
め切れ込みを入れると作業しやすくなります。

円盤をCDケースなどに貼り付ける
切り取った円盤を CD ケースに貼り付けていきます。まず、「下面」はいらなくなった CDケースの底面に貼
り付けます。「上面」は円盤と同じサイズで切り取った画用紙に貼り付けるか、CD-R の 10 枚セットなどに付
いてくる透明な円盤に貼り付けて補強しておくと長持ちします。

▲「上面」を切り取った状態。

▲「下面」を CD ケースに入れ込んだ状態。



「下面」の上に「上面」をおいて完成！
最後は CD ケースに貼り付けた「下面」の上に「上面」を置くだけ。これで完成です。

　
　確認したいキーの音を上面の「1」に合わせます。例えば C キーのダイアトニック・コードを確認したい場合は、上面の「1」
が下面の「C」に合うように円盤を回転させます（下写真）。

 使い方

　
　すると、「2」の小窓には「D」が配置されます。次に小窓の下にある文字を参照してください。この場合は「m7」とあ
ります。もし 3 和音のダイアトニック・コードを確認したい場合は、この黒字の部分を小窓のコード名と合わせます（「2」
は「Dm」となる）。もし 4 和音のダイアトニック・コードが知りたいのであれば緑色の「7」も加えます（「Dm7」となる）。

「4」の部分には黒字がなく、緑で「M7」とありますが、これは 3 和音の場合はメジャー・コードの「F」、4 和音の場合は
「FM7」になるということです。



　
　D キーのダイアトニック・コードが知りたい場合は、「1」を今度は「D」に合わせます。

　あとは C キーの時とまったく同じです。例えば「3」は「F♯m（＝G♭m）」か「F♯m7（＝G♭m7）」になります。この
要領で全てのキーのメジャー・ダイアトニック・コードを割り出すことが可能です。ぜひご利用ください。

いちむらまさき『コード進行を覚える方法と
耳コピ＆作曲のコツ』　　　　

￥1,300（税別）

いちむらまさき『ギター・コー
ドを覚える方法とほんの少しの
理論』　　　　　￥1,300（税別）

いちむらまさき『ウクレレ・コー
ドを覚える方法と押さえやすい
指選びのコツ』　￥1,300（税別）

　
　この「ダイアトニック・コード早見円盤表」を発案した「いちむらまさき」さんの著書、『コード進行を覚える方法と耳コピ
＆作曲のコツ』には、ダイアトニック・コードを活用するさまざまなアイディアが載っています。ぜひ参考にしてみてください。
また姉妹本の『ギター・コードを覚える方法とほんの少しの理論』『ウクレレ・コードを覚える方法と押さえやすい指選びのコツ』
でも、この早見円盤表は役立ちます。これらもぜひチェックしてみてください！

 最後に


